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平
成
旧
年
血
月
７
Ⅱ
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。

「
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
文

化
裟
術
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
独
創
性
の
あ
る
新
た
な

文
化
芸
術
の
創
造
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
我
々
に
謀
さ
れ
た
緊
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
」
（
前
文
）
と
の
認
識
の
も
と
「
文
化
芸
術
活
動
を
行

う
者
の
Ｈ
主
性
を
蝋
殖
す
る
こ
と
を
旨
と
し
つ
つ
、
文
化
芸
術
を
国
民

の
身
近
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
噸
菰
し
大
切
に
す
る
よ
う
包
括
的
に
施

策
を
推
進
し
て
い
く
」
（
同
前
）
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
、
文
化
芸
術

の
振
興
に
あ
た
っ
て
の
聡
本
理
念
や
離
水
的
施
策
、
そ
れ
を
推
進
す
る

た
め
の
Ｎ
・
地
力
公
共
川
体
・
氏
川
の
役
刈
等
を
定
め
て
い
る
。
川
年

に
は
こ
れ
を
受
け
て
、
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
対
す
る
基
本
的
な
〃

針
」
閣
縦
決
定
も
な
さ
れ
た
。
法
律
が
．
つ
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、

趣
に
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
取
り
ｆ
げ
ら

れ
て
い
る
様
々
な
問
題
の
中
に
は
、
伝
統
の
継
承
、
後
継
者
の
養
成
、

地
力
で
の
上
演
機
会
、
学
校
教
育
と
の
関
わ
り
、
国
際
交
流
、
箸
作
楡

や
尚
像
椛
辮
々
、
能
楽
界
が
こ
れ
か
ら
典
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
事
柄
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
能
楽
が
現
代
に
生
き
る
芸
術

は
じ
め
に

能

界
展
望
（
平
成
十
四
年
）

と
し
て
本
当
の
意
味
で
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な
方
向
を
目
指
し
、
ひ

き
つ
づ
き
、
柄
発
な
繊
諭
が
価
ね
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

平
成
Ｍ
年
は
、
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
・
シ
ョ
ー
や
週
刊
誌
を
騒
が
せ
る

よ
う
な
出
来
事
も
あ
り
は
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
こ
こ
数
年
来
の
動

向
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
な
く
過
ぎ
た
一
年
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以

下
，
記
録
を
中
心
に
こ
の
年
の
能
楽
界
の
概
要
を
述
べ
る
が
、
す
べ
て

の
催
し
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
限
ら
れ
た
事
柄
だ
け
を

述
べ
る
形
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
敬
称
は
原
則
的
に
竹
略
さ
せ
て
Ⅸ
い

た
こ
と
を
、
初
め
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
》

本
年
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
伽
し
か
あ
っ
た
。
以
下
に
は
特

に
話
題
に
な
っ
た
も
の
を
取
り
ｔ
げ
る
。
本
稿
の
性
質
上
、
通
常
と
は

違
う
「
変
わ
っ
た
催
し
一
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
他
に
も
地
道

な
努
力
を
爪
ね
て
蘭
の
向
い
聯
合
成
果
を
繋
げ
て
い
る
活
動
が
多
数
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
の
活
動
や
成
果
に
つ
い
て
は
、

諸
誌
に
掲
載
の
能
汗
記
事
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
記
念
能
】

１
月
７
日
に
は
、
能
楽
が
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
り
「
人
類
の
川
承
及
び
無

さ
ま
ざ
ま
な
催
し

山
中
玲
子
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形
遺
産
の
傑
作
」
と
し
て
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
す
る
会
が
、
国
立

能
楽
堂
で
あ
り
、
能
〈
葵
上
〉
（
片
山
几
郎
右
術
門
）
、
狂
苛
〈
千
為
〉
（
茂

山
千
作
・
野
村
鱒
）
を
は
じ
め
、
一
管
二
調
・
仕
舞
等
が
減
じ
ら
れ

た
。本
年
は
、
戦
災
で
焼
け
た
矢
来
能
楽
堂
の
再
建
（
昭
和
”
年
）
か
ら
五

十
脚
年
に
あ
た
り
、
４
月
胆
Ⅱ
～
Ｍ
Ⅱ
の
３
日
側
、
「
Ⅱ
笹
が
能
」
が

催
さ
れ
た
。
初
日
は
観
世
淌
和
の
翁
、
二
日
目
は
観
世
騨
之
の
翁
で
始

ま
り
、
九
皐
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
能
六
番
二
石
橋
〉
の
半
能
も
含
む
）

の
他
、
征
一
一
面
三
番
、
各
流
の
家
元
等
に
よ
る
一
綱
・
離
子
等
の
上
演
が

あ
っ
た
。
几
鼎
会
で
は
こ
れ
に
合
わ
せ
『
矢
来
能
楽
強
再
建
近
卜
脚
年

記
念
観
世
九
皐
会
の
歩
み
一
と
題
す
る
、
総
馴
頁
の
記
念
誌
を
刊
行

し
て
い
る
が
、
め
ず
ら
し
い
写
真
や
詳
し
い
年
表
、
座
談
・
対
談
の
記

録
な
ど
、
九
泉
会
だ
け
で
な
く
戦
後
の
能
の
歴
史
そ
の
も
の
を
伝
え
て

く
れ
る
砒
爪
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
は
創
立
五
十
周
年
、
武
蔵
野
女
子
大
学
能
楽

資
料
セ
ン
タ
ー
は
創
立
三
十
周
年
を
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
、
記
念
に
能
の
公

減
を
行
っ
た
。
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
の
記
念
公
演
は
、
ｎ
月
ｎ
日
⑨
同

人
学
野
孤
識
堂
で
、
土
岐
沸
騰
作
の
〈
突
馴
〉
｛
塩
湖
祈
股
）
が
止
減
さ

れ
た
。
能
楽
研
究
所
で
は
新
作
能
の
〈
草
枕
〉
を
上
減
し
た
（
別
掲
の
五

１
周
年
記
念
行
事
報
告
記
珈
参
照
）
。
ま
た
、
地
方
で
は
滋
賀
県
の
浅

仲
能
楽
資
料
館
が
、
３
Ⅱ
幻
Ⅱ
、
附
館
１
周
年
鼬
念
能
（
〈
羽
衣
〉
、
〈
編

の
神
〉
ほ
か
）
を
催
し
て
い
る
ｃ

［
復
曲
・
新
作
な
ど
】

こ
の
年
も
、
新
作
・
復
曲
活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
作
品
が

初
演
・
再
減
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
自
体
は
、
す
で
に
日
常
化
し
た

悠
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
原
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
サ
ダ
コ
」
、
水

俣
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
一
「
不
知
火
一
等
、
は
っ
き
り
と
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
放
つ
作
品
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、
ｕ
年
の
特
徴
と
し
て
記

し
て
お
き
た
い
。
ま
た
複
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
テ
キ
ス
ト

を
古
い
形
に
復
元
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
減
じ
る
技
法
そ
の
も
の

も
復
元
す
る
試
み
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
数
年
「
新
作
・
復
仙
は
日
常
茶

飯
事
」
と
い
う
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
繰
り
返
さ
れ
、
玉
石
混
精
を
言
う

声
も
多
く
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
献
み
重
ね
が
十
数
年
続
い

て
各
方
耐
に
腿
途
す
る
と
、
こ
う
し
て
ま
た
新
し
い
拭
み
が
樅
ま
れ
て

く
る
も
の
な
の
だ
な
と
、
感
慨
を
新
た
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、

主
な
催
し
を
掲
げ
る
。

◎
復
元
能
〈
卒
郁
婆
小
町
〉

ｕ
Ｍ
９
Ⅱ
。
櫛
浜
能
楽
堆
企
剛
公
減
⑪
品
夜
．
、
部
描
成
で
、
艦
の
部

は
通
常
の
〈
卒
都
婆
小
町
〉
、
夜
の
部
は
、
桃
山
時
代
の
旋
律
や
リ
ズ
ム

に
基
づ
く
復
元
能
を
、
同
一
の
役
者
た
ち
が
減
じ
た
二
節
付
の
な
い
科

白
の
部
分
も
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
発
商
し
、
装
束
も
当
時

の
柄
や
色
捌
を
復
元
し
た
も
の
を
Ⅲ
い
る
な
ど
徹
底
し
て
お
り
、
現
代

の
能
と
は
ま
っ
た
く
別
の
芸
能
に
思
え
る
ほ
ど
印
象
の
違
う
〈
卒
都
婆

小
町
〉
と
な
っ
た
。
監
修
、
竹
本
幹
夫
・
商
桑
い
づ
み
・
坂
本
清
患
・

川
川
蝉
。
Ⅲ
減
、
山
本
順
之
・
旗
化
欣
伐
・
殿
川
徽
吉
。
松
川
弘
之
・

人
命
源
治
郎
・
柿
原
崇
芯
。
阿
部
偏
之
・
内
村
噺
夫
・
岡
川
腿
史
・
柴

川
稔
・
小
野
里
修
・
馬
野
正
基
・
浅
見
慈
一
。
観
世
銃
之
丞
・
猜
水
寛

一一へ》
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山
下
淵
一
郎
ほ
か
口

◎
新
作
狂
言
〈
養
毛
の
仙
人
〉

、
Ⅱ
川
Ⅱ
。
勝
岡
文
化
芸
術
大
学
「
川
会
い
の
広
場
」
。
脚
本
、
安

藤
楼
蘭
。
脚
本
参
与
、
左
口
歩
。
演
出
・
主
演
は
井
上
祐
一
。

◎
現
代
能
〈
ベ
ル
ナ
ル
ダ
・
ア
ル
バ
の
家
〉

２
月
羽
日
、
テ
ァ
ト
ル
フ
ォ
ン
テ
。
３
月
６
日
、
横
浜
能
楽
堂
。
錬

肉
工
房
（
岡
本
章
主
宰
｝
と
横
浜
能
楽
堂
の
共
催
。
脚
本
Ⅱ
ガ
ル
シ
ア
・

ロ
ル
ヵ
、
水
原
紫
苑
。
櫛
成
・
獅
出
Ⅱ
岡
本
章
。
川
減
は
観
世
榮
夫
・

山
本
順
之
・
機
間
金
紀
・
新
排
純
・
鈴
木
理
江
千
・
千
賀
ゆ
う
子
ほ
か
。

◎
新
作
能
〈
海
Ⅱ
望
郷
〉

１
月
羽
Ⅱ
、
ア
ー
ト
ス
フ
ィ
ア
。
ｎ
月
２
日
、
喜
多
能
楽
堂
。
阿
陪

仲
螂
丹
の
物
締
。
能
の
技
法
と
、
中
川
楽
器
・
雌
膿
琵
琶
・
中
川
船
の

詩
の
朗
詠
等
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
。
林
望
作
。
津
村
鴨
次
郎
節
付
・

卿
付
。
川
獅
は
離
村
蝿
次
郎
・
巾
所
向
火
・
安
川
綴
・
内
潟
慶
二
・
古

賀
裕
己
（
１
月
）
・
幸
信
吾
（
ｎ
月
）
・
勘
野
彰
・
古
谷
潔
ほ
か
。

【
海
外
と
の
交
流
・
海
外
公
演
な
ど
】

◎
騨
日
国
民
交
流
記
念
の
会

１
月
羽
日
。
東
京
国
立
劇
場
小
劇
場
。
韓
国
大
使
館
と
文
化
庁
共
催

の
「
輔
日
脚
氏
交
流
の
年
附
聯
式
・
記
念
公
獅
」
で
、
Ⅱ
本
の
芸
能

と
し
て
、
狂
言
〈
首
引
〉
（
山
本
来
次
郎
ほ
か
）
が
演
じ
ら
れ
た
。

◎
Ⅱ
鯨
古
典
芸
能
祭
２
０
０
２

８
月
４
日
。
横
浜
能
楽
堂
。
二
○
○
○
年
か
ら
続
い
て
い
る
日
韓
の

古
典
芸
能
の
交
流
。
本
年
は
「
祈
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
沖
繩
復
州
三

十
周
年
を
記
念
し
て
琉
球
舞
踊
の
宮
城
能
鳳
も
「
伊
野
波
節
」
で
出
減
。

索
嗽
子
「
神
朧
」
、
狂
一
一
両
〈
柵
部
の
杣
ｌ
勤
人
〉
（
山
本
束
次
郎
ほ
か
）
⑰

韓
国
か
ら
も
、
宮
中
舞
踊
、
歌
曲
、
作
法
舞
等
、
様
々
な
芸
能
が
披
露

さ
れ
た
。

◎
イ
ン
ド
四
大
都
市
で
の
能
楽
セ
ミ
ナ
ー

国
際
交
流
基
金
に
よ
る
能
の
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
８
月

狙
日
～
翠
日
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
、
ム
ン
バ
イ
、
チ
エ
ン
ナ
イ
、
コ
ル
カ

タ
の
各
郁
巾
の
、
大
学
や
学
校
の
ホ
ー
ル
等
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。

識
演
・
解
説
Ⅱ
松
川
存
。
実
菰
Ⅱ
岡
本
房
雄
・
川
辺
櫛
久
・
北
館
懲
？

◎
Ｎ
Ｙ
テ
ロ
一
周
年
、
追
悼
公
演

二
○
○
二
年
９
月
Ⅱ
日
の
Ｎ
時
テ
ロ
か
ら
屯
周
年
を
記
念
し
、
梅
務

六
郎
を
団
長
と
す
る
一
行
（
梅
若
六
郎
、
梅
若
晋
矢
、
角
当
直
隆
、
梅

拙
端
紀
、
尚
丼
松
Ⅶ
、
則
久
災
と
、
川
本
来
次
郎
、
Ⅲ
本
川
爪
、
山
本

則
秀
、
竹
市
学
、
大
倉
源
次
郎
、
屯
井
広
忠
、
助
川
治
ほ
か
）
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
追
伸
公
減
を
行
っ
た
。
８
川
釧
Ⅱ
、
〈
瓜
総
人
〉
〈
ｔ

蜘
蛛
〉
。
９
Ⅱ
－
Ⅱ
、
〈
二
人
大
名
×
葵
上
〉
・
成
川
山
新
勝
寺
の
僧
侶

加
名
も
同
行
、
両
日
と
も
初
め
に
声
明
、
岐
後
に
声
明
と
能
の
嚇
子
に

よ
る
能
灘
「
三
○
国
」
が
捧
げ
ら
れ
た
。

◎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
〈
阿
倍
晴
明
〉
公
演

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
追
悼
公
減
を
行
っ
た
一
行
の
大
部
分
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
回
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
タ
ン
市
立
劇
場
（
９
月
５
日
）
と
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
王
立
歴
史
美
術
Ⅲ
物
館
（
９
月
８
Ｕ
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ア
ル
ク
マ
ー
ル
・
デ
・
フ
ェ
ス
ト
劇
場
（
９
月
９
日
）
で
、
現
代
能
〈
安

僻
附
明
〉
を
上
減
し
た
。
途
中
、
６
Ⅱ
に
は
、
パ
リ
の
日
本
大
使
館
公

邸
で
〈
羽
衣
〉
の
上
演
も
行
っ
て
い
る
。
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。
Ⅱ
中
川
交
脈
附
化
ミ
ト
川
年
紀
念
、
ｎ
翔
公
剛
仙
流
耕
能
北
求
公
減

９
月
恥
～
羽
Ⅱ
》
日
中
同
交
正
常
化
三
十
周
年
を
記
念
し
、
両
国
の

仏
統
芸
術
・
文
化
の
交
流
を
め
ざ
す
拙
し
。
Ⅱ
水
か
ら
は
、
翔
会
淡
能

団
（
坂
井
音
頑
Ⅱ
団
優
、
観
世
恭
秀
、
武
田
志
房
、
村
瀬
純
、
山
本
束

次
郎
、
が
外
宏
明
、
鵜
灘
速
雄
、
柿
原
崇
志
、
入
江
照
夫
ほ
か
、
総
勢

汀
名
一
が
参
加
。
中
岡
側
か
ら
は
京
劇
・
昆
曲
が
同
時
上
減
さ
れ
た
。

鋤
Ⅱ
Ⅱ
北
京
巾
釣
魚
合
川
賓
餓
。
〈
旧
橘
・
大
獅
子
〉
〈
呼
声
〉
、
比
Ⅲ

「
遊
園
驚
夢
」
、
京
劇
「
圃
妃
酔
酒
」
。
鍋
Ｈ
Ⅱ
故
宮
大
廟
の
仮
設
雛
台
。

〈
羽
衣
・
和
合
と
灘
×
典
〉
、
昆
曲
「
農
生
殿
・
小
宴
」
、
威
劇
「
勒
飛

別
姫
」
。
”
Ⅱ
Ⅱ
同
所
。
〈
土
蜘
蛛
・
入
述
之
伝
×
寝
音
曲
〉
、
昆
曲

「
痴
夢
」
京
劇
一
批
妃
酔
澗
」
Ⅱ

【
瀧
座
・
展
覧
会
な
ど
一

能
装
束
・
能
面
の
展
覧
会
、
能
の
替
及
を
め
ざ
す
講
座
等
は
、
ま
す

ま
す
盛
ん
で
あ
る
。
展
覧
会
で
美
し
い
装
束
や
面
を
見
て
感
釛
し
、
笈

際
に
聯
合
の
上
で
使
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た

り
、
講
聡
を
聴
く
こ
と
で
、
能
楽
に
対
し
て
感
じ
る
牧
帰
の
岡
さ
が
な

く
な
り
、
気
幡
に
能
楽
堂
へ
足
を
逆
ん
で
も
ら
え
た
り
す
れ
ば
、
能
の

僻
及
の
た
め
に
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
実
際
は
な
か
な
か
、

観
客
人
口
の
琳
加
に
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
入
り
Ⅱ
の
瘡
つ
と
し
て
、
地
道
な
努
力

を
Ⅲ
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
。
以
下
、
全
体
の
ご
く
一
部

だ
が
、
Ⅱ
に
つ
い
た
も
の
を
挙
げ
る
。

◎
根
津
美
術
館
開
館
六
１
周
年
記
念
名
品
展
「
能
面
と
能
装
束
」

Ｉ
Ⅱ
⑫
Ⅱ
～
２
月
〃
Ⅱ
〕
何
美
術
館
附
館
六
十
周
年
胆
念
展
の
鯛
八

装研能，◎木様京ク◎し僑さ家宅１１う◎蝿転ら部

鯆Ｗｌ雛不liili溺鯉ｌＲで'掴Nil流と￥制（

蝋職職溌｜、に１６０））館］１峰１１１（のア

１るの｜」能を野安トノ]《（ｌくつ．屯、京識す併の

クiill展。装''１文次美。’裕擶’’所本都一るせ能
音鮮i■隅１１i越則'llli城久一'jが`':の ｉ;慨てｉｉｉ

、・９世も伝
Ｗｊ屡能ツｉ，ｉま時美等’１１．２０術味と「｜か２統

識ii佛鑛ＭＩＩご''雌方もはれ''的Ｊｉ鍵

舞；洲端蕊鮒重蝋玄に唾とな、、下と１１町

1噸ｊ窯Iili蕊蛾
付そ，」

灘而瞥腱鯏;iiB腱、の祭'えれ楽

蕊＄
ｉｉｌｉ棒良のたし

o1illi口れｉ６ｉｉのド部謡屋八・も
’二能た師階一ン幸も￣ノド２う
よ装装、松つの裕披杉家）ｊと
る外（火鈴又コビ、館本性１６いオｉｉ流粁

、
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◎
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
一
浮
世
絵
に
見
る
能
」

ｎ
月
２
日
～
釦
Ⅱ
。
「
主
題
に
因
む
受
容
と
変
貌
」
と
い
う
副
題
で
、

能
楽
に
関
わ
る
主
題
が
庶
民
に
愛
好
さ
れ
た
浮
世
絵
に
ど
の
よ
う
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
紹
介
。
列
船
識
座
は
「
浮
世
絵
と
能
」
（
木

村
八
節
子
）
。

◎
文
化
学
岡
服
飾
博
物
館
特
別
展
一
「
能
装
束
と
役
柄
－

，
月
型
日
ま
で
。
井
伊
家
旧
蔵
の
品
を
中
心
と
し
た
同
館
所
蔵
の
能

装
來
約
加
点
を
展
示
。
男
・
女
・
神
・
鬼
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
柄
に
応

じ
た
装
束
を
紹
介
。

◎
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
創
立
五
十
周
年
記
念
展
と
能
楽
セ
ミ
ナ
ー

（
別
掲
の
五
十
脚
年
記
念
行
蛎
に
側
す
る
鞭
告
を
参
照
）
。

◎
武
蔵
野
女
子
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

開
謎
．
一
十
周
年
記
念
行
邪
の
》
？
川
人
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
。
６

川
加
Ⅱ
「
現
代
に
お
け
る
能
の
櫛
川
一
（
小
川
幸
と
、
７
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
「
英

語
能
の
実
践
」
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
「
川
月
Ⅳ
Ｈ
「
新
作
・
復

川
・
課
題
Ⅲ
」
（
梅
芳
六
郎
「
Ⅱ
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
「
新
作
能
の
作
将
」
（
馬
場

あ
き
子
）
。

◎
鎌
倉
芸
術
館
能
識
座

７
月
３
日
・
皿
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
〉
鎌
倉
芸
術
館
。
同
館
の
能
楽
公
淡
・
伊
勢

物
語
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ
〈
雲
林
院
〉
（
梅
若
刀
三
郎
）
、
Ⅲ
〈
杜
若
〉
（
塩
津
哲
生
）

の
事
前
識
座
。
講
師
は
各
回
と
も
馬
場
あ
き
子
。
テ
ー
マ
は
順
に
「
高

子
后
と
業
平
」
「
も
の
譜
る
杜
悲
」
。

襲
名
・
改
名
な
ど

◎に６よ’よ◎法に雄粋◎
春、年ぴ、１２芸政師の１１１６ｊｌｔ
の１－，祖111Ｍ月術大事次し月要
叙二砿父和２院学゜リ）、２１無
勲１１ｔ要の９日新能初と認日形

喜翻灘１，糊鶯磐吏葹
磯ii:|穗！;ii鰍灘W・和にユ識個
世.各嚇、院平２４Ｌ|里肛会指
流佃・宝は成年まノトが定

指初ノヒ８１(〕のれ氏１２保
水

鰭鶏早懸Mliik#原
康

夫者昭隆会方、、よギⅡｌｊｌ１戯ＩＭＩ
スド12：li＃M;iiMj灘1F！熱

’''１年し発宝流６ＩＭｒｌ２をリト杢五

：艇綱i''1iI'ﾎﾟ縦
等
双
光

旭，`と鳶左〔i急;繩１１}'1禦Ｗ
[’成・、宝Ｌ|エリ夫ｌｉＬＫＬ大山
章１３平父生閑・記斑）|：匝雌

Ｃ 

ｉｌミ成お氏。念Ｉｉｌ俊に‘：

栄
誉
・
受
賞

観
世
流
分
家
当
主
観
世
暁
夫
は
、
１
月
１
Ⅱ
付
で
九
世
観
世
銑
之
丞

を
襲
治
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
八
世
観
世
鏑
之
幽
の
謹
号
を
繍
雪
と
し

た
。
ま
た
京
観
世
五
軒
家
の
流
れ
を
汲
む
井
上
家
の
当
拒
井
上
溌
久
は
、

２
月
５
日
、
九
世
井
上
嘉
介
を
襲
名
し
た
。
梅
若
研
能
会
の
水
野
泰
志

は
梅
若
干
佐
子
氏
と
の
結
幡
に
伴
い
侮
悲
泰
志
に
改
姓
し
た
。

狂
言
万
和
泉
流
の
和
泉
元
禰
は
、
川
月
ｎ
日
付
で
、
能
楽
協
会
を
退

会
し
た
。
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◎
日
本
芸
術
院
賞
（
平
成
過
年
度
｝
シ
テ
ガ
観
世
流
、
関
根
祥
六
・

受
伐
剛
川
：
典
潔
に
聯
合
に
取
り
純
み
向
い
水
雌
の
笈
を
伝
承
し
、

ま
た
国
立
能
楽
堂
能
楽
研
修
の
主
任
講
師
を
務
め
る
な
ど
後
進
の
育
成

に
尽
刀
し
、
能
楽
界
へ
の
梁
紙
は
顕
著
で
あ
る
。

◎
芸
術
選
奨
（
平
成
咽
年
度
｝

ワ
キ
カ
柵
王
流
、
禍
王
茂
卜
郎
・

平
成
昭
年
２
月
岨
日
、
観
世
文
庫
設
立
十
周
年
記
念
能
〈
泰
山
木
〉

の
波
技
に
よ
っ
て
、
文
部
科
学
人
臓
倣
を
受
批
・

◎
秋
の
褒
章
（
ｎ
月
２
日
）

シ
テ
刀
観
世
流
、
大
槻
又
蔵
。
紫
綬
褒
厳
受
噺
。

◎
秋
の
叙
勲
（
Ⅲ
川
３
Ⅱ
）

シ
テ
方
金
春
流
、
高
橋
汎
。
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・

太
鼓
力
観
仙
流
宗
家
、
観
世
沁
慨
。
勲
而
聯
以
光
旭
Ⅱ
噸
⑪

。
早
稲
Ⅲ
大
学
芸
術
功
労
濁
世

狂
言
方
和
膿
流
、
野
村
万
作
・

狂
言
界
の
旗
手
と
し
て
の
高
い
評
価
に
加
え
、
同
大
学
旗
劇
博
物
館

企
伽
・
制
作
の
狐
．
．
Ⅶ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
朧
修
・
川
瀬
に
よ
り
「
多
数
の
す
ぐ
れ

た
舞
台
映
像
を
収
録
し
、
古
典
芸
能
の
世
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
」
こ
と
に
よ
る
。

◎
大
阪
文
化
祭
奨
励
徴

森
川
流
鮒
〃
、
野
口
充
。

｜
臘
売
の
会
」
の
〈
望
月
〉
で
一
打
楽
器
に
も
負
け
な
い
激
し
い
リ
ズ
ム

感
、
強
珊
の
メ
リ
ハ
リ
を
衣
現
し
得
た
」
と
し
て
。

◎
第
塑
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
（
別
記
戴
報
参
照
）

小
鼓
万
幸
流
、
横
山
潰
俊
。
能
楽
研
究
者
、
三
毛
Ｍ
噸
北
一

◎
簸
川
Ⅲ
雌
花
批
（
別
鼬
雄
報
参
照
）

能
楽
研
究
者
、
小
鼓
方
幸
流
、
故
・
田
中
允
。

雑綱孵iiiii縦洲鍬譲鱗
一〆へ

-M$,,;_),Ⅶ繼竺蕊方方方〃万万一次陛

大観葛幸一高観､|え橋上多春会亨
戯ｌｌｔ１Ｉ１ｙｌ１ｌｌ勵安Ｉｌｔ成ｌｉｆｌ;（入猟大観惣

能2６６８６６１９３１．１Ｗ烏久１Ｉ世右
幸リリ．純久人情術 楽

和金高ｉｉ'ｉ森福金イIzIlN－二見人和’1'１ 協
今

泉春安６１１１王春十Ｉ１ｌｉ槻？i<：玄
1２１１５１６１２－二二／ｕ柵丈化野関

大６「ｊｊｌ：Ｉ三蔵|卿付係
石倉宝張十忠茂四
）ト８膿’lｉノヒⅡ雄十高戊郎
７１１１８４９９１郎橋１１１
槻I在１１１汎Ｔ・金

iii薇本一之が
大Ｍ１：
倉Ｉ紫Ⅱ間近〃《安
５，，数(,'，藤明

観幸乾
観一・'４↓３１ルと宝

嘉名元寺助川：世
１２７砿）'二英

小小小′I、小小小久佐照
i汁計，ｉｌｉｉＩ（｜計ｉｉｌｊｌ：八軒
3８１７２６２６２３２０２９２ｌ２Ｈｌｊｉｉｌｊ金
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◎
能
楽
協
会

【
役
員
榊
成
】

〈
剛
邪
腿
〉
片
山
九
郎
右
術
門

〈
常
務
理
事
〉
梅
若
六
郎
坂
井
音
重
武
田
志
房
寺
井
良
雄
香

川
端
綱
宝
生
剛
蝿
灘
速
雄
肺
臓
蛾
志
川
本
則
俊

〈
理
事
〉
浅
見
真
州
桜
間
眞
理
岻
井
保
雄
松
野
恭
憲
贋
田
泰

一
．
、
川
姿
服
雅
編
王
茂
卜
郎
藤
川
六
郎
兵
術
玉
川
元
太
郎
岻

井
俊
一
野
村
万
之
丞

〈
理
邪
・
來
戒
文
部
災
〉
武
川
宗
利

く
理
事
・
名
古
屋
支
部
歴
〉
福
井
啓
次
郎

〈
班
珊
・
北
陸
支
那
腿
〉
波
遜
存
之
助

〈
理
事
・
京
都
文
部
長
〉
片
山
塵
次
郎

（
班
伽
・
人
阪
文
部
災
〉
大
槻
文
蔵

〈
理
事
・
神
戸
支
部
長
〉
藤
圷
億
三

〈
肌
勤
・
九
州
丈
部
長
〉
臘
尾
祥
史

〈
理
事
・
躯
務
局
長
〉

瀬
山
栄
一

〈
監
珈
〉
粟
谷
菊
生
丸
岡
上
一

【
会
員
数
］
剛
名

文
部
別
来
京
搬
名
名
古
座
頤
名
北
陸
妬
名

京
都
耐
名
大
阪
狐
名
神
戸
ｗ
名

九
州
剛
名
本
部
扱
翅
名

物
故
者

●
徳
野
秀
男
氏

ＩｌＩＯのoiiii鰍jliiシ鰯｣|弊ヮ？駈繩,｣Ｒ麟
灘騨繍llll鵬'………が…野''１
:嚇饗灘iii綱蝋瀞
去之イ|：夫氏・艮生ＩＩＬ。と病？i〈し等学能)｝］
二丞８０人．ま年４し院生たの’１楽１３Ⅱ
享雅。、大れ７(）月てで流。鏡イ息研［１６
('二雪櫻阪、：’３41：逝十板ｉｌｌＩｉ究、’’
９３夫間を父111M’－１まよ゛の科家〈
○人嵐１１１にｆⅡ、れｏｌｌＩ：松ｊｉ《：でも111：
1ﾘＩ。理心ＩＩｌｉ６ｌｉ１ｉＬる享氷を雄もｌ腿１臓
治６氏に事イド不。年家猫・あ１，．疾
4１１１のｉｉｌｉｏ８イ澪ｉｉｉ７９Ｕい観つ１１１ＭＡ
年２６母ｌｌｉＭ１ｆ）］のメi'ｉ・３てｌⅡ：たＩｉＩｌの
１１１］・し歳３た彰人１１い能松のた
月、６たの’１め彦正Ⅱる染野ため
l211Ilj)］。時、奈。1２１１。蝋奏め逝
l」柵１７１］、七良liIビイド、厳、風逝±
ｌｌｉの日本へ七ＩＩｊ後７１１平島名の渋

また繼聯lliガォ脱＃鰯,jＩボオしめリ

鷲墜瀞のに,川寄能維二$,；７３二ＴＯｊン

本１１１パポ、の会の栄原舞楽昭６５
名銑蝿ｆＩ子桁IlJ家１￣た台？１１ｔ和．
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●
穂
高
光
晴
（
本
名
・
田
中
允
）
氏

幸
流
小
妓
〃
、
能
楽
研
究
家
。
川
月
－
Ⅱ
、
心
不
余
の
た
め
逝
去
。

単
作
柵
。
大
正
２
年
Ⅲ
Ⅱ
鍋
Ⅱ
雌
ま
れ
。
幸
祥
光
に
帥
獅
し
、
幸
流
小

鼓
方
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
法
政
大
学
文
学
部
助
教
授
、
同
能
楽
研

究
所
聯
任
所
貝
、
背
山
喉
院
大
学
文
学
部
教
授
等
を
雌
柾
、
早
く
か
ら

廃
絶
謡
曲
の
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
「
未
刊
謡
曲
雄
」
に
ま

と
め
た
。
他
の
著
書
に
、
朝
日
日
本
古
典
全
書
「
謡
曲
集
」
、
一
校
本
四

座
役
粁
Ⅱ
録
・
’
、
『
近
代
能
楽
臓
家
列
側
」
等
が
あ
る
。
新
作
能
〈
肚
阿

弥
仰
凡
〉
を
作
、
初
滅
。
Ⅱ
本
能
楽
会
会
乢
（
Ｍ
和
也
年
以
来
）
。
平
成

皿
年
度
「
催
花
賞
」
受
賞
。

Ｔ
栄
子
。
明
治
幅
年
、
六
肚
銚
と
丞
堆
蝿
の
養
女
と
な
り
、
人
服
旧
年

に
七
世
銭
之
丞
（
織
雄
）
と
結
婚
。
寿
夫
・
榮
夫
・
静
夫
（
八
世
銑
之
丞
）

三
兄
弟
の
〃
と
し
て
、
鏡
之
丞
家
を
支
え
た
。

●
剛
枝
良
三
郎
氏

観
世
流
準
峨
分
。
日
本
能
楽
会
会
貝
。
９
月
胴
Ⅱ
、
急
性
肺
炎
の
た

め
、
大
阪
市
中
央
区
の
人
手
前
病
院
で
逝
去
。
享
年
泥
。
昭
和
２
年
５

Ⅱ
６
日
化
ま
れ
。
佐
野
光
太
郎
お
よ
び
唯
一
左
兵
術
に
帥
蛎
。
Ⅱ
本
能

楽
会
会
員
（
昭
和
印
年
以
来
）
。

観
肚
流
・
金
剛
流
宗
家
水
発
行
兀
、
桷
什
店
元
社
飛
。
、
Ⅱ
弧
Ⅱ
、

肺
炎
の
た
め
、
東
京
文
京
区
の
順
天
堂
大
学
病
院
で
逝
去
。
享
年
兜
。

座
役
粁
Ⅱ
録
」
、
軍

弥
Ⅳ
凡
〉
を
作
、
初

皿
年
度
「
催
花
賞
」

●
槍
常
太
郎
氏

嘘
生
流
１
九
Ⅲ
宗
家
、
猶
化
け

心
不
全
の
た
め
逝
去
。
享
年
⑬
。

●
宝
生
裕
子
氏

猛
化
英
照
氏
夫
人
。
９
Ⅱ
恥
Ⅱ
未
明
、
趣
性

川
桁
狙
年
１
Ⅱ
閃
Ⅱ
、
梢
杏
店
二
代
Ⅱ
柚
常
と
肋
の
奨
外
と
し
て
唯
ま

れ
る
。
観
世
流
大
成
版
の
刊
行
（
昭
和
Ｍ
～
焔
年
「
雑
誌
「
観
世
・
’
の

発
行
等
の
本
業
の
他
、
昭
和
醐
年
の
三
役
養
成
会
（
後
の
能
楽
養
成
会
）

発
足
以
来
、
班
蛎
と
し
て
能
楽
師
の
後
継
群
育
成
に
も
尽
力
し
た
⑪
昭

和
“
年
勲
四
等
旭
Ⅱ
小
綬
章
を
受
章
。
平
成
皿
年
度
「
雌
花
賞
」
受
賞
。
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